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腫腫瘍細胞に由来するかどうかを cell line を用いて検討した。 
                                                                    
 研究方法 
2014 年から 2016 年の間に当科で診療した悪性黒色腫患者 33 例の検討を
行った。診断時に各ステージの患者の血清 NSE 値を測定した（ステージ I/II: 
5 例、ステージ III: 10 例、ステージ IV: 18 例）。 
ステージ IV の悪性黒色腫患者において、血清 NSE 上昇者の割合、血清
LDH 上昇者の割合、血清 NSE と血清 LDH の上昇又は正常の一致率を調べ
た。 
ステージ IV の悪性黒色腫患者の総腫瘍量と血清 NSE 値と血清 LDH 値の
相関に加え、総腫瘍量の推移を経過で追うことができる症例において腫瘍量
の変化と血清 NSE 値、血清 LDH のデータの変化を調べた。 
加えて、4 種類の悪性黒色腫 cell line を培養し、培養上清中と cell lysate
中の NSE の発現を ELISA にて調べた。 
 
研究成績及び考察 
悪性黒色腫症例各ステージの血清 NSE 値の中央値はステージ I/II、III
と比較して IV で有意に上昇していた（stage I/II: 12.7ng/ml, III:12.1ng/ml, 
IV: 16.3ng/ml）。ステージ III 症例の 20%、ステージ IV 症例の 61.1%で血
清 NSE は上昇を示したが、ステージ I/II 症例は全例正常範囲内であった。 
ステージ IV 症例では、血清 NSE と血清 LDH が両方上昇又は両方正常
と一致した症例が 61.1%存在した。血清 NSE のみが上昇した症例が 27.8%
存在したが、血清 LDH のみが上昇した症例は 11.1%であった。血清 NSE
のみが上昇した症例で 5 例中 4 例が粘膜型悪性黒色腫であった。血清 NSE
と血清 LDH は総腫瘍量と相関する傾向を示し（相関係数 NSE: p=0.48, 
LDH: p=0.58）、腫瘍の増大・減少を反映した。 
血清 NSE の上昇と腫瘍検体の NSE の免疫染色性には関連は見いだせな
かった。 
悪性黒色腫 cell line では色素性・無色素性に関わらず全ての培養細胞株
で、上清・cell lysate の両方に ELISA で NSE は発現した。培養上清にお
いては、上清中の死細胞数が多い cell line 程 NSE が多く発現していた。 
 
結論 
   ステージ IV の症例では早期の悪性黒色腫症例と比較し血清 NSE の値が
有意に上昇していた。また血清 NSE は血清 LDH と同様に総腫瘍量と相関
していた。本研究では血清 NSE の血清 LDH に対する優位性を示すことは
できなかったが、ステージ IV の症例で血清 NSE のみが上昇する例が存在
する事が明らかになり、これにより、今までよりもより早期に病勢の予測
や転移の検出が今後可能になる可能性があると考える。 
また、その理由は明らかではないが、ステージ IV の症例で血清 NSE の
みが上昇した症例の 5 例中 4 例が粘膜型の悪性黒色腫であった。本邦では
欧米と比較し、粘膜型の悪性黒色腫の割合が多く、また悪性黒色腫の中で
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2020 年 8 月 3 日に開催された論文審査会において、24 の質疑応答を経て、本論文は
博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員が認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
